
LarvaeofV加惣｢”γ-jtz〃”伽",amemberofmesopelagicfishesbelongingtothefamilyGonostomatidae，
werecollectedintheoceanicwatersinthewesternNorthPacific・Theirearlylifehistoryfrompostlarva

toadolescentwasstudiedmorphologically，forchangesinbodyform,invisceralorgans，ａｎｄｉnsequenceof

initialossificationofbones・Ｉｔｓｈｏｗｓｖｅｒｙｄｉｓｔｉｎｃｔｔｗｏｆｏｒｍｓｉｎｔhecourseofdevelopment：white-baitand

adultform・Theirdifferencesaremainlyasfollows・Inthewhite-baitstage，larvaeareslenderandnearly

transparent,eyesareoval,andvisceralorgans,ａｍｏｎｇｗｈｉｃｈｓｔｏｍａｃｈａndpyloriccaecaaresmallandpancreas

islong,aretransparent・Intheadultstage,individualshavehigherbodydepthanddensepigmentationalong

theback,eyesareroundandlarge,andvisceralorgansaremarkedlychanged：stomachandoesophagusare

largeandblack-pigmented,pyloriccaecahaveincreasedinsize,andpancreashasshortened・

Thewhite-baitstagewasdividedintothreestages：prelarval,withyolk，notincludedinthisstudy；

postlarval，withtypicalwhite-baitform；andmetamorphic・Postlarvalstagecouldbefurthersubdivided

intothreestages：earlypostlarval（Ｃａ､２．２－Ｃａ､８ｍｍＳＬ)，showingthecharacteristicarrangementanddis‐

appearenceofmelanophores，rapiddepressionofheadandpoorossificationofbonyelements；middlepost‐

larval（Ｃａ､８－１２．８ｍｍＳＬ)，typicalarrangementofmelanophoresismaintainedthroughtothemetamorphic

stage,ｈｅａｄbecomestobecompressedrapidly,andossificationofbonesabundant；andlatepostlarval(12.2-

15.7ｍｍＳＬ),beginningattheappearenceofbudsofphotophores,ｓｏｍｅｏｆｗｈｉｃｈｒｅｔａｒｄｔｏａｐｐｅａｒｕｎｔｉｌ

juvenile・Inthemetamorphicstagewithpigmentedphotophores(13.5-15.3ｍｍＳＬ),alternationofwhite-bait

andadultformoccursmarkedlyonthewholeｏｆｔｈｅｂｏｄｙ,andreductionofbodylength,２ｏｒ３ｍｍ,was

estimatedonadifferencebetweenbodylengthsatwhichossificationofbonesendsduringthelatepostlarval

stageandstartsinthejuvenilestage・Thedevelopmentintheadultformstageisprogressive,beingdivided

intotwostagesinthisstudy；juvenile(12.7-16.2ｍｍＳＬ),tothecompletionofphotophoreformation；and

adolescent(15.2ｍｍＳＬ－),almostidenticalwithadultinappearencebutsexuallyimmature．
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外洋の表層に生息する稚仔魚のなかで，中層性魚類のそれらは主要な構成員である．また，これ

らの成魚（主としてヨコエソ科，ハダカイワシ科など）も，外洋域のネット採集生物量に占める割

合は大きく（川口，1969)，外洋の魚類相において重要な位置を占めている．一般的に，これらの成

魚は顕著な日周期的垂直移動を行なうが，その稚仔魚は表層に分布する．このような生活史におけ
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る生態的相違に伴って，明瞭な形態的相違が認められ，成魚の形態的特徴は変態によって獲得され

る種が多い．

ところで，変態期の個体は極めて少数しか採集されず，中層性魚類の生活史研究を困難にしてい

る．筆者は北西太平洋における稚仔魚の研究を行なうなかで，ヤベウキエソＶ加ciig"gγγzα〃カツ心αγjα

(JoRDANandWILLIAMs）とみられる稚仔魚が多数採集されるのを知った．しかも全ての発育期の個

体が含まれ，中層性魚類の生活史を研究する好材料と思われた．

ヤベウキエソはヨコエソ科.ウキエソ属に属し，他に３種，ウキエソＶ,α虻e”αZα(Cocco),Ｖ・

Zz‘cetiaGARMAN,Ｖ･Ｐｏｗｅｒｊａｅ(Cocco)が知られている（GREY,1964)．いずれも外洋中層性の小型

魚で，成魚は日周期的垂直移動を行なう．ヤベウキエソは太平洋，大西洋，インド洋の温帯から熱

帯海域にわたる外洋中層に広く分布し，日本近海からはOKIYAMA（1969)，KAwAGucHI（1971）に

より報告されている．その生活史は,大西洋産についてJEsPERsENandTANING(Ｖ､sα"露o"ｉとして

報告，1926)により，北東太平洋産についてはAHLsTRoMandCouNTs(1958)により記載されたが，

いずれも詳細に亘っていない．

材料と方法

研究に用いた稚仔魚は日本南方海域で(Fig.１)，稚魚ネットにより採集されたものである．１９６３

年11月から12月にかけて，水産庁調査船俊鷹丸は北緯28.から北緯２１．の海域で，円錐形ネット

(口径２ｍ，側長６ｍ,前部2/３は網目１．７ｍｍのもじ網，後部l/３は網目０．５ｍｍの箭絹）により稚

魚採集を行なった．曳網時の船速は約２ノットで,表層（0～2ｍ）と20～30ｍ層の２層において，

同時に20分間水平曳した．これらの採集において，ヤベウキエソ稚仔魚は採集海域に広く出現し
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た．しかし，この採集では若魚期と後期仔魚期の個体が少数不足した．そのため，若魚期の個体は

俊雌丸の１９６２年２～３月の航海にて，３月１４日（27.32'Ｎ；l34olO'Ｅ；Fig.１，Ｂ）の採集物によっ

て，後期仔魚期の個体は雌南海域における鹿児島大学練習船敬天丸の1971年１１月（Fig.１，Ｃ)の採

集物によってそれぞれ補足した．

採集物はいずれも船上で10％ホルマリン液で固定し，研究室で70影アルコール液に保存した．

外部形態は双眼実体顕微鏡で観察し，体の各部は以下の規定に従って測定した．

体長：吻端より脊索後端まで，あるいは下尾軸骨完成後はその後端までを測定．

頭長：吻端より鯉蓋の背側付着端まで，あるいはその付着端を鮒蓋部が越えればその後端までの

長さ．

頭胴長：吻端よりI工門までの長さ．

上顎長：吻端より上顎骨の後端まで．

胸鰭長：胸鰭の基部上端より先端までの長さ．

体高：胸鰭基部において体軸に垂直に測定．

頭高：下顎後端の関節部において体軸に垂直に測定．

頭幅：背側から見た両眼嵩後端の間隔．

内部形態については，化骨過程はAlizarin-redSによる染色で観察し，内臓諸器官の形成過程は，

パラフィン組織切片にヘマトキシリン・エオシンの２重染色を行ない，組織観察を行なった．骨格

の名称はWEITzMAN(1967）と松原他(1965)に，下記の発光器の名称は沖山（1971)に従った．

ＳＯ：下顎愈合部（１対)．

ＯＰ：鯛蓋部（３個)．

１Ｖ：狭部から|腹鰭までの腹側発光器列．

VＡＶ：腹鰭から虹門までの腹側発光器列．

ＡＣ：虹門から尾柄部にかけての腹側発光器列．

ＯＡ：胸鰭基部上端から虹門にかけての体側発光器列．

形態的特徴

ウキエソ属４種の形態的特徴は，GREＹ(1964)によれば２系統にわかれる．１つは成魚において

ＳＯ発光器を有し，仔魚において尾部色素胞が腹面近くに位置するヤベウキエソＶ,刀加6α血とＶ・

加戚αの２種，他は成魚においてＳＯ発光器がなく，仔魚において尾部色素胞が体側中央に位置す

るウキエソｖ､αなど'z"ａｔαとｖ､’OZU賊αｅの２種である．

北太平洋にはこれらの４種とも生息するが，その北西海域ではヤベウキエソとウキエソの分布が

知られている（KAwAGucHI，1971)．本研究の採集海域で得られた成魚形の個体は全てＳＯ発光器を

有し(Fig.２)，１Ｖ発光器は２３個（稀に２２，２４個)，鯛紹数は１９～２２であり（Fig.３)，ヤベウキエソ

の特徴を示した．また全ての仔魚は腹面近くに尾部色素胞を有し，刀加6αγjα一加e加グループに属

する．Ｖ,んＣｅ加はAHLsTRoMandCouNTs(1958)によれば北東太平洋の承に生息すること，およ

び今回の採集でも成魚の分布は承られなかったことから，得られた仔魚はヤベウキエソと承なさ

れる．なお，本種の成魚の形態的特徴はGREＹ(1964）とOKIYAMA(1969)に記載されているので，

ここでは省略する．
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Fig.２．Adolescent(uppel･’１９．６ｍｍＳＬ)andadult(below,４０．０ｍｍＳＬ）
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初期'１括史について，形態の発達あるいは変化をみるため，外部形態，休部比，化‘冊開始体長，

内臓諸器官の形態を調べた．

完肯へ’言：

初期生活史

1．外部形態の発達

ウキエソ属４種の基本的な形態変化は，シラス形仔魚から急激な変態を経て稚魚期に移行し，中
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Fig.４．DevelopmentalstagesofV7>I〔･惣叱ﾉｯヵ,”z6a′γα・Ａ－Ｃ：Eal･lypostlarva．

Ｄ＆Ｅ：Middlepostlarva、Letterswithdash：Dorsalviewofhead．
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層性魚類の特徴を示す．本研究では後期仔魚から若魚期までの発育期を取り扱い，形態の発達は次

のような発育期別に記載した．

１）後期仔魚早期（体長約2.2～約８ｍｍ）および中期（約８～12.8ｍｍ）

ふ化時の体長は約２ｍｍと推定される（AHLsTRoMandCouNTs，1958)．採集仔魚の最小体長は

2.2ｍｍで，既に卵黄を吸収し終っている．これらの小さな仔魚は特徴的な眼が脱落している場合

が多いが，体形と色素胞の特徴により本種の同定は可能である．

体は細長く，わずかに側肩している．眼は楕円形で突出し．通常わずかに前向している（Fig.４，

Ａ)．上顎は上向し吻長は短かい鰭は楕円形の膜状胸鰭だけ発達する．仔魚鰭の上部膜鰭は幅広

く，頭頂より始まり，下部膜鰭はやや幅狭く，胸鰭後端下より始まる．紅門は約30番目の筋肉節

下にあり，後期仔魚期の間はほぼ定位置である．消化管は細長く直線的である．体側中央の体表面

に，胸鰭後端より尾柄部にかけて，最高１０個（個体により変異が大きい）の黒色素胞の配列がみ

られる．そのうち後端のものはやや背側によっている．また，虹門部に明瞭な黒色素胞が１個承ら

れる．

体長４ｍｍ（Fig.4,Ｂ)に成長すると，脊索後端が上屈し，下尾軸骨の形成が承られる．主上顎骨

中央に細長い歯が出現する．体側中央の黒色素胞列は，前方より消失し，新たに脊索上屈起点下に

Fig.４(continued)．DevelopmentalstagesofVbzcZg"er79j切れ”伽'わ．Ｆ：Latepostlarva．
Ｇ：Metamorphiclarva．Ｈ：Juvenile・Letterswithdash：dorsalviewofheadln

G，scalesaredrawnbehindtheheadregionalone．
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明瞭な黒色素胞が現われる．

体長５ｍｍ（Fig.４，Ｃ）になると，背鰭基底が形成され，ほぼ同時に瞥鰭基底も認められる．尾鰭

主条の分化が始まり，基底の中央よりやや上部に黒色素胞が現われる．両顎ともよく発達し吻は長

くなる．鰐は第１４から第１７筋肉節の部位に生じ，体側中央の色素胞はさらに少なくなる．

体長７ｍｍ（Fig.４，，）を越えると，啓鰭基底の後部に黒色素胞が出現し始め，成長に伴い２～３

個となる．胸鰭は円形化し，その基底前方の鎖骨部に黒色素胞が明瞭となる．尾柄部の膜鰭は消失

し，脂鰭が分離する．初期よりみられた頭部の縦扇化は最も著しく，頭幅／頭高の比は１．４～1.5

となる．下顎先端に外向歯が形成される．鯛弓は全て裸出し，鯛絶が生じており，鯛葉は第４鯉弓

しこの承認められる．下尾軸骨はほぼ正形となる．

体長８ｍｍで尾鰭は正形となり，鰭条が完成する．後期仔魚早期に特徴的であった体側中央の色

素胞列と虹門部の色素胞は全く消失し，尾鰭下葉基底の上部に黒色素胞が出現して後期仔魚中期よ

り変態期にかけての特徴的な色素配列に変った．

以後仔魚末期までは新たな形質の発現は比較的少なく，体形は頭部の側扇化を除きほぼ一定であ

る．体長10ｍｍ(Fig.４，Ｅ)を越えると第１８あるいは１９筋肉節下に腹鰭原基が生じ，１１ｍｍで背

鰭（１２，１３条）および替鰭（13～15条）の鰭条は定数となる．体長１２ｍｍになると鯉蓋骨は円み

を帯び第１鯛弓を覆うようになる．

２）後期仔魚末期（体長12.2～15.7ｍｍ）

体長12ｍｍに成長した仔魚で,頭部と体側下部に発光器の原基が出現し仔魚末期となる(Fig.4,Ｆ)．

各発光器および列の原基はほぼ同時に出現するが，わずかに頭部で早い．それらは白色の小さな

膨みとして認められ，成長につれ白色のまま大きくなり体側より突出する．体側および腹側の発光

器は筋肉節に対応して形成され，腹側発光器(1V,ＶＡＶ)は体側のもの(ＯＡ）より各々後位である．

尾柄部の腹側発光器(ＡＣ)は後端のもの以外は，はじめには極めて小さく，腹面に位置する．発光

器のうち，ＳＯ，ＯＰ,，後部の４～５０Ａ，替鰭基底後端上の第７ＡＣの原基は，仔魚末期と変態期の

間には出現しない．

体長14ｍｍで腹鰭条は定数（６，７）となり，蝿蓋は鯉弓を完全に覆う．体形は頭部の側肩化を

除き，前発育期にほぼ等しい．背面よりふた吻端は丸くなり，眼球は眼嵩に収まる傾向を示し，上

顎は眼の後端まで伸長する．

３）変態期（体長１３．５～15.3ｍｍ）

仔魚末期の個体で，白色な発光器原基に黒色素が発現し，変態期に移行する（Fig.４，Ｇ)．これら

の変態期の個体は，急速にシラス形仔魚の特徴を消失するとともに，新たに中層性魚類の形態を獲

得する．

体形の変化は急激で，しかも体の縮少を伴なうと思われる（Fig.５)．体の側扇化と体高の増大，

頭長の増加，ｌ江門の前移，眼の円形化などが顕著で，眼球は眼嵩におさまる（Fig.４，Ｇ')．

仔魚中期と末期に特徴的であった黒色素胞は消失し，体表面は白色となる．腹腔内の際上部に茶

褐色の色素が体壁を通してわずかに認められるようになる．

鱗はすべての個体に生じており，体軸に沿って体の前半部では８列，後半部で６列の点列状に配

置されている．胸鰭々条は上部より急速に分化する．

この変態期においては，新たな発光器原器の形成は承られない．腹側(1V，VAV)の各発光器は

体側(ＯＡ)のそれらよりも大きく，各々後位である，

４）稚魚期（体長12.7～16.2ｍｍ）
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変態を経た個体は以下の特徴を獲得し，成魚に類似する(Fig.４，Ｈ)．眼は円形となりわずかに上

向する．胸鰭は体軸に対し水平に開き，鰭条は定数となる．一様であった体高は頭，胸部の境界で

最大となる．体腔に懸下していた内臓は完全に体壁に取り込まれ，腹部膜鰭は消失した．黒色素胞

は新たに頭頂域と尾柄後端に出現し，体背側に沿って顕著となる．腹確は茶褐色を，食道と胃は黒

色を呈する．虹門は前移し，１ＶとＶＡＶの発光器は各々ＯＡ発光器に等い､位置をとる．稚魚期

直後に鼻孔は２個となる．

仔魚末期および変態期の間に出現しなかった発光器は，白色原基の形成とその黒色素化により完

成する．その順序は，ＯＰ,，第７ＡＣと続き，ＯＡ列では前方より順次形成され，その後端のものは

ＳＯとほぼ同時に黒色素化する．

５）若魚期（体長15.2ｍｍ～）

発光器の完成によって稚魚は成魚と形態的にほぼ等しい若魚期となる（Fig.２)．体背側の黒色素

は頭頂部より尾鰭基底にかけて密に分布し，さらに両顎先端に拡がり成魚に等い､色調となる．

稚魚期以降の体の発育は漸進的であると思われるが，採集個体数が少なかったため，若魚期以降

の発育期の詳細な特徴は記載できなかった．

２．体部比の変化

初期生活史における体形の変化については前章で随時説明を行った．ここでは変態期を中心とし

て簡単に述べる．

仔魚の３期の間は，頭部を除き体形の変化は少ない(Fig.５)．早期に頭部は著しく縦肩し，頭

幅／頭高の比は体長６～8ｍｍで最大値を示す．以後末期にかけて側肩し，初期値とほぼ等しくな

る．頭高／頭長の比は早期に急激な減少を示し，体長７，８ｍｍから末期にかけてわずかに増加す

る．

Fig.５にみられるように，仔魚末期，変態期，稚魚期の体長はそれぞれほぼ等しい範囲にある．

しかし，末期と稚魚期の個体の間には明らかな体形の断絶がふられ，そこに変態期の個体が介在し

ている．そして稚魚期以降，体形の変化は少ないこのように，それぞれ発育方向の異なるシラス

形仔魚期と（中層性魚類の）成魚形期は変態によって結び合わされる．

このような変態を経る個体では，成長の停止あるいは体の縮少が起るようである．このことを検

Table１．Regressioncoefficientsofbodyproportions(％)onstandard
length(ｍ、）formetamorphiclarvaeinFi９．５，calculatedby

methodofleastsquares（Ｙ＝α＋6Ｘ)．ｒ：Correlationcoeffi‐

cient・ＳＬ：StandardlengthHL：Headlength．

Bodyprorortion（％） ｂ
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討するため，Fig.５における変態期の個体で体長と体部比との間に一次式を仮定し，その回帰係数

を算出した．体の縮少を仮定した時の係数値は，体部比の増加あるいは減少の方向によって,それ

ぞれ負あるいは正となるであろう．この仮定に適合する回帰係数は７例中２例（頭長／体長，胸鰭

長／体長）しか得られず，他は体長の増加を示している(Tableｌ)．

このように，統計的処理においては矛盾した結果となった．変態時における体の縮少については

ﾐ骨化過程〃でさらに検討を加えることとする．

3．内臓諸器官の発達

内臓諸器官の発達過程をFig.６に示した．

体長４ｍｍの個体では，食道は細長く，左体側方向に水平蛇行し，太くて直線的な腸に直接開く．

騨臓は腸始部右方より腸背側に沿い，未だ短かい．その後端に円形の牌臓が付着する．肝臓は細長

く，食道後部を下方より覆い，その先端には胆嚢が承られる．

体長５ｍｍに成長すると，胃と際が分化し，騨臓は伸長してその後端の牌臓は際下に達する．体

長８ｍｍで幽門垂が腸始部の左体側に１個分化する．そして際は大きくなり，ガス腺と血管網が明

瞭となる．幽門垂は体長１１ｍｍで２個，１３ｍｍで定数の３個となる．この仔魚中期の内臓形態は，

末期より変態期にかけて基本的に変化しない．

変態期において，牌臓は退縮，胃と肝臓は肥大の傾向を示す．しかし，胃には細胞が充満し，機

能的でない．この発育期までは，食道および腸の内壁に５～7本の縦走壁が観察される．

巽惹室二三二二言二二三廷=三 B'

田｡ⅡＤＣ、に =言一一三三多ﾃﾆヱ
A・Middleposflqrvq('２．８ｍｍＳＬ）

＝妄＝＝
８．ＬｏＴｅｐｏｓＴＩｑｒｖｃ

C・Ｍｅ↑qmorphiclQrvq(i４．７ｍｍＳＬ）

Dｒ

D、Juveni1e('3.2ｍｍＳＬ）

pc

Fig､６．Morphologicalchangeofvisceralorgans（leftsideview）withearlydevelopmentalstagesof

Ⅷαg〃e77弓jZz刀加6の力.Ｂ'ａｎｄＤ'：rightsideviewofBandD,respectively.α,２，ａｎus；α汐,pair
ofretialarteryandvein；ｇα，gallbladder；ｇｇ，gas-gland；〃，inletofLangerhans；ｚ刀，

intestine；脇kidney；必liver；Ｃｅ，oesophagus；Ｐα，pancreas；ＰＣ，pyloriccaeca；7wz1rete
mirabile；や，spleen；ｓｚ，stomach；szU，swimbladder，
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変態を経た稚魚の内臓は極めて異った形態を示す．胃は非常に大きく，食道と共に黒化している．

腸は左廻りに半回転し，幽門垂は大きくなる．騨臓は腸始部と幽門垂の周辺部まで退縮しており，

その後端部に埋もれたランケルハンス島が外見的にも認められる．食道および胃の内壁には，突出

した４～７本の縦走壁とそれらの間に１，２本の小さな壁が形成されている．この稚魚期の内臓形態

は成魚においても基本的に同じである．

際は仔魚早期より発達し，変態期に退縮することはない．生殖腺は変態期に螺の中央部より後下

方にかけて細長い糸状物として観察され，体長２２ｍｍに達すると外見的にも卵巣に卵粒が認めら
れる．

４．骨 化過程

骨格系の全要素にわたって化骨開始の体長を調べた．その結果をFig.７に示す．

発育期との関連において化伺･過程の全体的様相を承ると，化骨要素は仔魚早期では少なく，中期

において最も多く，末期および変態期には中程度となり，稚魚の初期に再び多くなり，ほぼ全ての

要素で化骨が完了する．

変態期を除き，各発育期における各要素の化骨体長はほぼ一定である．このことより，変態期で

の体の縮少が次のように推察される．仔魚末期の化骨は体長15,6ｍｍで終了し，稚魚期の化骨は

体長約13ｍｍから開始されるので，この両発育期の間で体の約２，３ｍｍの縮少がなければならな
い．

次に各要素の化偶･について若干の補足を加える．

１）頭蓋骨および眼囲骨：頭骨では仔魚中期より稚魚期にかけて化骨の要素に増加が承られる．

仔魚中期には化骨要素は少なく，体長７ｍｍで頭蓋底の副喫骨，７．５ｍｍで頭頂部の額骨，１２ｍｍ

で喫耳骨が化骨する．末期より変態期にかけて耳殻部と後頭部の要素に化骨が集中する．吻部と眼

嵩部を中心に前頭部の化骨が稚魚期に始まり（涙骨は仔魚末期の１４．５ｍｍで化骨)，若魚期の初期

まで続く．

２）顎弓：主上顎骨は鎖骨と共に最も早く化骨し，他の要素も仔魚中期にかけて順次化骨を開

始する（角骨の化骨体長は不明)．

主上顎歯は体長４ｍｍで主上顎骨中央に出現し，仔魚末期にはその全域を占める．歯骨には外向

歯と上向歯が形成される．外向歯は７．５ｍｍで見出され，１０ｍｍで定数（約６本）となる．上向歯

は仔魚中期の１２ｍｍで出現し，その数は変態期にかけて増加する．

３）口蓋骨および鯛蓋骨：口蓋骨と後翼状骨を除き懸垂部諸骨の化骨開始は，仔魚中期に集中し

ている．

４）舌弓：舌弓の要素も仔魚中期に化骨の中心を持つ．鯛条骨の化骨は後端から始まり，末期

の体長１４５ｍｍで定数（１１あるいは１２）となる．

５）鯛弓：鯛弓の構成要素は多くて，それらの化骨は仔魚中期より変態期までの長期にわたっ

て開始される．

上咽頭骨の化骨は早く（体長７．３ｍｍ)，２個に分かれて染色される．下咽頭骨は変態期に化骨-ず

る，稚魚期の１４．３ｍｍで２個の上咽頭骨は愈合し，その後方に１対の咽頭骨が化骨して成魚型と
なる．

６）肩帯：肩帯では各骨の成因からゑて化骨時期が異なる．後鎖骨を除いた二次性肩帯は仔魚

早期から中期に,鰭条は変態期に,その一連の支持骨(一次性肩帯)は稚魚初期に，それぞれ化骨する．
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７）背鰭および書鰭：背鰭の各要素は啓鰭よりもわずかに早く化骨を開始する．両鰭条は仔魚中
期に化骨するがその支持骨の化骨は遅延し，稚魚期以降に終了する．背鰭前方の不完全神経間疎は，
稚魚期直後より体長14.3ｍｍにかけて前方より化骨を完了する．

８）尾部骨：尾部骨では仔魚末期までにほぼ全要素の化骨が開始される．下尾軸骨(Ｈｙｌ～7)で
は，Ｈｙｌが他のHy2～７よりもわずかに早く化骨する．体長１１ｍｍでＨｙ２と３，Ｈｙ４と５がそ
れぞれ癒合する．腹側副鰭条は仔魚末期に定数（４あるいは５）となり，背側副鰭条は変態期に定
数（７～９）となる．

９）脊椎骨：仔魚中期の後半から末期の前半にかけて，脊椎骨では体中央部を起点として前後方
向に化骨が進行し，最後に尾部棒状骨直前の椎体で完了する．

神経疎と血管疎（後端の疎は10.8ｍｍで化骨）では，脊椎骨の定数化と同時に後方より前方に
かけて化骨が進行し，両者とも稚魚期直前に定数となる．

考 察

ヤベウキエソの浮遊性幼期は顕著な変態を経て中層性魚類へと発育する．一般に，変態は再演性

と後発性変態とに大別され，後者の１つに，シラス期という幼期を経るためにゑられるイワシ型変

態が知られている（内田，1966)．本文で詳述したごとく，ヤベウキエソの幼期は典型的なシラス

形であった．本種と同属のＶ,加戚αの生活史を研究したAHLsTRoMandCouNTs(1958)は，その

発育期を以下のように規定した．

(1)larval,ｆｒｏｍhatchingtophotophoreformation；（２）prometamorphic,thewhitephotophore

stage；（３）midmetamorphic，thestageofrapidchangeinbodyproportions，includingamarked

increaseindepthandachangeineyeshapefromovaltoround；（４）postmetamorphic，ｆｒｏｍｔｈｅ

ｔｉｍｅｔｈａｔｔｈｅｅｙｅｂｅｃｏｍｅｓｒｏunduntilphotophoreformationandpigmentationarecompleted；

(5)juvenile,betweenmetamorphosisandsexualmaturity;ａｎｄ(6)adult,sexuallymatureindividuals．

Ｗ"Ce加とヤベウキエソの生活史は等質であるが，AHLsTRoMandCouNTsと著者との間には

変態の取り扱いについて相違が認められる．彼らは発光器の出現と完成を重視し，変態を上述の

３期に細分した．筆者は，ヤベウキエソの生活史はシラス形幼期と中層性魚類の形態を示す成魚

形期に２分され，変態期はそれらを結びつけるものと考えた．それはAHLsTRoMandCouNTsの

Midmetamorphicstageに相当する．

ヨコエソ科に含まれる種属は，類縁とは関わりないように思われるが，直達発育を行なう系統と

変態を経る発育を行なう系統に区別される(GREY，1964)．沖山(1971)は直達発育を示すキユウリ

エソＭｚ"γoZ”s，，z"eルアj(GMELIN)の初期生活史を研究し，その後期仔魚期を前期，中期，後期に

細分した．変態期を除きヤベウキエソの発育期での形質の発現，発達を比較すると，キユウリエソ

の後期仔魚後期に起る胸鰭の定数化，眼の円形化，胃の機能的発達等はヤベウキエソには承られな

いまた，骨格系各要素の化骨開始体長においてもヤベウキエソでは，中期から後期あるいは末期

にかけて明らかに遅延している(Table2)．そしてこれらの発育の差はヤベウキエソの変態によっ

て縮まり，稚魚期への移行体長はキユウリエソでは12.5ｍｍ，ヤベウキエソでは１２．７ｍｍである．

このように，ヤベウキエソ幼期ではシラス形適応によって，形質の発現，発達の遅延が承られる．

しかしこれらの遅延は，変態によって急速に補われる．その結果キュウリエソとほぼ同じ体長で稚

魚期へ発育することとなる．これは，内田（1966）が変態に与えた意義一特殊な幼期適応を正常
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Table２．Comparisonofossificationofsomebonesstainedduringthe
postlarvaｌｓｔａｇｅｉｎＭｚ‘"oZ”Ｓｍ江e"師（afterOKIYAMA，１９７１：
Table５）ａｎｄＶ伽Ｉ9脚９７油”z加河α、

Ｎａｍｅｏｆｂｏｎｅ

Maxillary

Cleithrum

Dentary

CaUdalfinray

Uroneural

Analfinray

Supracleithrum

Premaxillary

Parasphenoid

Ceratohyal

Supramaxillary

Gillraker

Vertebrae

Posttemporal

Branchiostegal

Dorsalfinray

Ventralfinray

Pectoralfinray

Frontal

Lengthatinitialossification，ｍｍ
Ｍｍ〃/"ブ Ⅸ刀加6α池

４．６

４．６

４．７

６．０（６．５)＊

６．５

６．５（９．８）

６．６

６．６

６．６

６．６

７．１

７．２（12.0）

７．２（９．３）

７．５

７．７（８．８）

８．７（10.3）

９．０（11.3）

９．０（13.0）

10.5

３．５

３．５

５．０

５．０（６．５）

６．５

６．８（10.3）

８．７

１１．４

６．５

７．３

１１．４

６．５（15.0）

11.4（13.5）

1０．３

９．４（14.5）

６．５（11.3）

１４．４

＊＊

８．７

＊Thelengthatwhichthefullcomplimentsarefirstossified．

*＊Ossificationretardsuntillmetamorphosis．

な形にかえすこと－とよく一致すると思われる．

要 約

北西太平洋で採集されたヤベウキエソ稚仔魚において，形態の発達，内臓諸器官の発達，骨化過

程を調べた．それらを総合して初期生活史における発育期を区分，または細分し，その特徴を下記

に要約する．

1．シラス形期：成魚とは明らかに異なる形態を保持して発育する．

１a、前期仔魚期：卿化より卵黄吸収まで（今回の研究には含まれていない)．

１b，後期仔魚期：卵黄吸収後，体は典型的なシラス形で発育，成長する．

lba・後期仔魚早期（体長約2.2～約8ｍｍ）：体は細長く，黒色素胞は特徴的な体側列と11工門

部を除き少ない．目は楕円形で，初期には前向している．頭部を除き体形は一定である．頭

幅/頭高の比は0.8から１．５へと急激に増加する．体側中央の色素胞列は成長に従がい消失

する．化骨開始の要素は少ない．

lbb・後期仔魚中期（体長約８～12.8ｍｍ）：体形は前期に類似し，その発達は緩‘慢である．

前期の色素胞は消失し，変態期にかけて特徴的な色素配列となる．背鰭と替鰭の鰭条は定数
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となり，腹鰭原基が生ずる．頭幅／頭高の比は1.5から１．０に減少する．化骨の要素が極め
て多い．

lbc・後期仔魚末期（体長12.2～１５．７ｍｍ）：発光器原基の形成によって前期と区分される
が，体形は頭部を除き前期にほぼ等しい．腹鰭条および鯛条骨数は定数となる．化骨開始の
要素は中程度．

１c・変態期（体長13.5～15.3ｍｍ）：発光器原基に黒色素胞が現われ，体の縮少を伴ない，仔魚
期の特徴は急速に消失するとともに，成魚形の形態が獲得される．眼の円形化，体高と頭長の
増大，虹門の前移等が顕著で，体側の黒色素胞はすべて消失する．胸鰭条は定数となり，鱗が
体側全域に出現する．化骨開始の要素は中程度．採集個体数は少ない．

2．成魚形期：シラス形と全く異なる中層性魚類の形態的特徴を保持して発育する．

２a・稚魚期（体長12.7～16.2ｍｍ）：体形（眼形，体部比，体色，内臓等）は成魚の特徴に類似

する．眼はわずかに上向し，胸鰭は体軸に水平に開く．初期に化骨開始の要素が多く，ほぼ骨
格系の化骨は終了する．

２b・若魚期（体長１５．２ｍｍ～）：発光器の形成が完了してから性的に成熟するまで．生殖腺が発

達し始める．稚魚期よりの移行は漸進的であり，体部比の変化等は両期を通して小さい

辞

俊庶丸のヤベウキエソ標本は，九州大学農学部水産学第二教室に保管されていたものを用いた．

心よく標本を提供され，終始ご指導と原稿のご校閲を賜わった同教室塚原博教授に厚くお礼申し上

げます．また，採集の機会を与えられ，ご協力下さった鹿児島大学練習船敬天丸の辺見富雄船長な

らびに乗組員の皆様に感謝の意を表します．
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